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【解答】1 

春分・秋分の頃、地球から見た太陽はちょうど赤道上空に見えるため、静止衛星と太陽が同じ向きに見えるこ

とがあります。太陽からは強力な電磁波（雑音）が到来しているため、衛星からの微弱な電波が強烈な太陽雑

音に埋もれてしまうことがあります。空電雑音というのは、主に雷等による雑音で、短波帯以下の低い周波数

において顕著になります。 

10GHz 以上の電波は、大気中の雨粒や雪などの大きさに近い波長となるため吸収されやすくなり、それらが減

衰の原因となります。 
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【解答】4 

マイクロ波帯は VHF 帯よりも電波の特性が光に近くなり、地形や建造物、降雨等の影響を強く受けます。  
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【解答】2 

平衡しているブリッジ回路と同様、回路中の電圧が同じ点どうしは短絡したり開放したりしても挙動が変わら

ないことを利用します。回路の対称性から、縦向きの 3 本の抵抗は、上側・下側の電圧が同じであるため電流

が流れず、短絡したり開放したりしても回路の挙動は変わりません。 

もしこの 3 本を短絡すると、この回路は a 点～Rが 2本並列～Rが 2 本並列～Rが 2本並列～Rが 2 本並列～b

点と至る回路と見なせるため、37.5Ω＋37.5Ω＋37.5Ω＋37.5Ω=150Ωが答えとなります。 

もし縦の抵抗 3 本を開放すると、この回路は a 点～（4R の抵抗が 2本並列）～b点と至る回路と見なせますか

ら、300Ω÷2＝150Ωと、やはり同じ答えが求まります。  
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【解答】2 

S1のみを閉じたときと S2のみを閉じたときの電流が変わらないということは、L のリアクタンスと C のリアク

タンスの値が同じことを意味します。したがって S1と S2を両方閉じた場合は並列共振状態になります。電源電

圧が 150V、並列共振状態の時の回路電流が 4A から、抵抗 Rは 37.5Ωと求まります。 

S1のみを閉じたときと S2のみを閉じたときの回路電流は、抵抗と L もしくは C との二乗平均です。抵抗に流れ

る電流は常に 4A、Lもしくは Cとの二乗平均が 5A ということより、3：4：5の三角形から、L もしくは Cに

流れる電流は 3A と求まります。したがって、150V÷3A＝50Ωです。  
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【解答】3 

電流は P→N と流れます。 
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【解答】2 

抵抗値が整数になるように、RL＝180Ωと置いてしまいます。すると、回路の左側から 220Ω・891Ω・220Ω、

そして負荷抵抗の 180Ωと接続された回路になります。ここでまた、計算しやすいようにV2＝39600Vとします。

すると負荷抵抗に流れる電流は 220A、左から 3 本目の 220Ωに流れる電流は 180A ですから、合計の 400A が左

から 2 本目の 891Ωに流れ、ここに発生する電圧は 440×891＝356400Vと求まります。 

以上より、「V2＝39600V のとき V1＝356400Vとなる」ことが求まるので、減衰量は電圧比で 9 分の 1 である

ことが求まります。電圧比なので、2倍が 6dB、4倍が 12dB、8 倍が 18dB です。また、10倍が 20dB ですか

ら、正解は 18dB～20dB の間にあることが分かり、最も近い値としてほぼ 20dB の 2が正解です。 
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【解答】1 

これは進行波管で、マイクロ波の増幅に用いられます。空洞共振器を持つのはマグネトロンで、進行波管は特に

共振機構を持たないため、広帯域の増幅ができるという特徴があります。  
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【解答】4 

隣り合う点のデータ変化が最も小さくなるようにします。選択肢 4だけが、隣り合う点に移動する際に変化して

いるのはどれか 1桁だけとなっています。 
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【解答】5 

CDMA 方式は、拡散符号を用いて狭帯域信号を広帯域信号に変換し、受信側ではそれを逆変換します。これに

よって妨害波に対して強くなり、秘匿性も高いという特徴を持ちます。 
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【解答】2 

遅延検波は、1シンボル遅延した信号と受信信号を乗算した出力を LPF に入れ、識別機を通してデジタル信号を

復元します。 
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【解答】3 

同時に回線品質が劣化する確率が小さい複数の通信系を設定し、そのうち最良のものを選択したり合成したりす

ることで通信品質を高めます。 
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【解答】1 

シンボル期間長は周波数間隔の逆数です。したがって 1÷0.00004＝25000、つまり 25kHz です。 
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【解答】4 

1：これは周波数分割多重方式（FDMA）の説明です。 

2：これは再生中継方式の説明です。 

3：これはデマンドアサインメントの周波数分割多重方式の説明です。  
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【解答】４ 

2 周波中継方式は、2つの周波数を交互に使用し、かつ同一中継点間では別の周波数を用いて中継を行います。

したがって f1＝f3＝f8＝f6であり、f2＝f4＝f7＝f5です。これと合致する選択肢は 4 です。  
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【解答】5 

移動している物体で反射されたり、移動している物体から発せられたりしている波動（電波や音波など）は、ド

ップラー効果によって周波数の変移が起こります。遠ざかっている場合、周波数は低くなります。これを利用し

たレーダーとして、移動物体の速度測定や竜巻・乱気流の観測等が行われています。 
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【解答】5 

距離分解能は、複数の物標からのほぼ同じ遅延時間で戻ってくるパルス信号をどこまで見分けられるか、とい

う指標です。送信パルス信号の持続時間が長いと、ほぼ同じ遅延時間で戻ってくる複数の信号が重なってしま

い識別することができなくなります。したがって、距離分解能は、パルス幅が狭いほど良くなります。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】2 

4π×（開口面積）×（開口効率）＝（絶対利得）×（波長）2 の式を用いて求めます。 

絶対利得 43dB を真数値にすると、10dB が 10 倍、20dB が 100 倍、30dB が 1000 倍、40dB が 10000 倍、43dB

が 20000 倍となり、真数値は「20000」と求まります。 

21GHz の電波の波長を求めると、λ＝c/f より、3×108÷(21×109)≒0.1/7（約 1.4cm）と求まります。波長の 2

乗の値は、0.014×0.014≒0.0002m2です。 

以上より、（開口効率）＝（絶対利得）×（波長）2 ÷（4π×開口面積）を計算すると、 

開口効率＝20000×0.0002÷（4π×0.5）≒0.64 となり、最も近い 65％が答えです。 
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【解答】1 

アダプティブアレイアンテナは、複数のアンテナを並べ、それぞれのアンテナから得られた信号の振幅・位相

を電気的に調整して合成することで、アンテナを物理的に回転させるというような機械的操作をすることな

く、指向性や利得を調整できる仕組みを持っています。 

また、わざと一方向からの信号を逆位相に調整して合成することにより、不要な干渉波が到来する方向の感度

を落とす（ヌル点をそちらに向ける）こともでき、通信の品質を改善することができます。  
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【解答】4 

折り返し半波長ダイポールアンテナは、同じ太さの素子の半波長ダイポールアンテナに比べると若干広帯域で

あり、入力インピーダンスは 4 倍の約 300Ω、指向特性は変わらないという性質を持っています。八木アンテ

ナの放射器として良く用いられます。  
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【解答】3 

1/4 ではなく 1/2 です。 
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【解答】5 

回転楕円体の断面半径の値の式は、T 点と R 点が互いに対称であることから、式の分子に d1しか入っていない

選択肢 1・2はおかしいと気づきます。従って選択肢 3～5のほうが正解です。 

選択肢 B は、実際にこの式を用いて計算するだけです。 

r ≈ √𝜆
𝑑1𝑑2
𝑑1 + 𝑑2

= √
3 × 108

6 × 109
×
3000 × 6000

9000
= 10 
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【解答】5 

1：放電が進むと電界液の比重は小さくなります。 

2：シール＝密閉式ということです。倒しても電解液が外部に流出せず、使いやすくした鉛蓄電池です。 

3：密閉されているため水分の蒸発が無く、定期的な補水が不要です。 

4：単セルの電圧は 2Vです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】3 

これはボロメータ電力計の説明です。カロリメータと混同しやすいですが、カロリメータは温度上昇媒体として

水を使用し、大電力の測定向きという性質を持っています。 
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【解答】1 

アイパターンは、識別器直前のパルス波形をクロック周波数に同期してオシロスコープに描かせたものです。歪

みや雑音が小さいほど、アイの開きは大きくなります。 


